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方法：システマティックレビューのための文献検索は，2013 年 12 月時点の 3 つのデータベース




ン共同計画のバイアスリスク評価ツール（Cochrane Collaboration’s tool for assessing risk of 
bias）を用いて評価した．具体的には，主に，ランダム化，割付の隠蔵（concealment），盲検化，
不完全なアウトカム報告，選択的なアウトカム報告について，3 段階（低い／高い／不明）で評
価した．文献及び RCT の質の評価は 2 名の評価者が独立して実施し，相違は協議と合意により解
決した．抽出されたデータから肝臓関連の有害事象発生を評価するため，稀な事象かつ不均衡デ
ータを考慮したメタアナリシス（fixed-effects meta-analysis model）により統合し，要約オッズ
比（緑茶摂取群 対 対照群）及び 95％信頼区間を算出した．試験間の異質性の評価には I2統計量
を用いた．両群とも肝臓関連の有害事象が報告されていない試験は，比較に必要なデータが得ら
れないため，メタアナリシスの対象から除外した． 
結果：文献検索の結果，PubMed 269 報，EMBASE 458 報，CENTRAL 254 報から重複文献を
除外いた 561 報が抽出された．採用基準に合致する文献を title と abstract から選定した結果，
119 報が full-text による評価に進み，最終的には 34 報が採用された．殆どの試験はバイアスリ
スクが低いか不明であった．不明の主な理由は文献での記載不備であった．採用された 34 報のう
ち 4 報で肝臓関連の有害事象が報告されていた．単純に併合すると，報告された肝臓関連の有害

























【方法】文献検索は 2013 年 12 月時点の 3 つのデータベース（PubMed，EMBASE，Cochrane 
Central Register of Controlled Trials(CENTRAL)）で実施した．採用文献から，肝機能の臨床
検査値異常を含む肝臓関連の有害事象に関するデータを抽出した．文献毎に RCT の質（バイア
スリスク）を評価した．抽出データは稀な事象かつ不均衡データを考慮したメタアナリシス（母
数モデル）により統合し，要約オッズ比（緑茶摂取群 対 対照群）及び 95％信頼区間を算出し
た．試験間の異質性の評価には I2統計量を用いた．両群とも肝臓関連の有害事象が報告されて
いない試験は，比較に必要なデータが得られないため，メタアナリシスの対象から除外した． 
【結果】文献検索の結果，PubMed 269 報，EMBASE 458 報，CENTRAL 254 報から重複文献
を除いた 561 報が選定された．採用基準に合致する文献を表題と抄録から選定した結果，119 報
が全文参照による評価に進み，最終的には 34 報が採用された．殆どの試験はバイアスリスクが
低いか不明であった．採用された 34 報のうち 4 報で肝臓関連の有害事象が報告されていた．内
訳は，緑茶摂取群 7 例（8 件），対照群 1 例（1 件）であった．要約オッズ比は 2.1 であった
（95%信頼区間：0.5-9.8）．試験間の不均一性は認められなかった（I2統計量=0%）．緑茶摂取
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